







































A Case Study of Itinerant Consultation Services Regarding Young Children
Yuka TANAKA
This paper examined to investigate the means of itinerant consultation services in terms of 
taking care of young children. The client surveyed was in a regular class at kindergarten, 
and he had difficulties with concentration and interpersonal relationships. In the process 
of consultation, both the consultant and teachers acquired a better understanding of him. 
It encouraged them to seek an effective way to interact with him as well as promoted 
cooperation among teachers.
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うな A ちゃんの姿を目にした時、A ちゃん
が本来持っている理解力と実際の集団保育の
場面での姿のギャップを感じていたことが推
察される。そこで、A ちゃんに対して“（本
当はできるはずなのに・理解しているのに）
やろうとしない子、先生の言う事を聞かない
子”といった目を向けることとなり、そのこ
田仲　由佳
－56－
とが B 先生をはじめとする保育者の当惑感
をより強めていたことがうかがえ、それが、
相談過程を通して一貫して語られた B 先生
の“困っている”という発言に現れていたと
も考えられる。
　しかしながら、この B 先生の“困っている”
という発言に際して、相談員は“相談員から
見た A ちゃんの姿を伝えること”に重点を
置いた発言をしており、B 先生が感じている
A ちゃんに対する当惑感や保育者としての
不全感を十分に受け止められていなかった可
能性が考えられる。つまり、前述したような
保育者による一貫した“困っている”という
発言は、困っているという保育者の現実を、
相談員が十分に理解できていないためであっ
た可能性も考えられる。そこで保育者が対象
児にどのような感情を向けているのか、同時
にその感情がどのような子ども観や保育観に
基づくものであるのかを相談員が理解しよう
とすることで、保育者と相談員の互いの理解
や信頼感が高まり、子どもへの見方や感情の
向け方の擦り合せがよりスムーズになされる
ことが考えられる。本事例では、保育者の
“知的に理解する能力は十分持っているのに、
なぜ集団の中では適応的な行動がとれないの
か”という当惑感を十分に理解した上で、保
育者が感じている子どもへの理想像と現実像
とのギャップを埋めていく作業が必要であっ
たと考えられる。その後、相談員が観察した
対象児の様子やその変化を伝えることで保育
者にとっての新たな気づきが生まれ、それま
でただ“困った子”、“言うことを聞かない子”
であったのが、新たな視点や見通しを持って
対象児に接する契機となりうることが考えら
れる。
⑵　保育者と相談員の視点の違い
　一方、保育者と相談員の専門性に違いがあ
る以上、子どもに対する理解に違いがうまれ
ることはごく自然なことであるといえる。本
事例では、クラス運営に主な専門性を持つ保
育士の立場と、主に個に対する支援を中心と
する心理士という専門性の違いがあった。浜
谷（2005） 1 ）は、相談員は保育者の主訴を
尊重しながら相談を行うことが基本であるこ
とを指摘した上で、保育者の主訴に現れる保
育観を相談員の専門性に基づいた観点から検
討する作業を行い、場合によっては、保育者
とは異なる視点から主訴をとらえなおすよう
に保育者に促すことがあると述べている。こ
のような指摘にみられるように、専門性の異
なる第三者が介入することによって子ども理
解の新たな視点を保育者に提供することが巡
回相談の大きな役割であると考えられるが、
また一方では、保育者と相談員の互いの専門
性を生かすという視座に立った場合、このよ
うな視点の違いそのものを取り扱っていく中
で、対象児への支援を考えていく可能性も示
唆される。
　前述のように、巡回相談では相談員から保
育者へのコンサルテーションという子どもに
対する間接的な支援形態が中心となる。コン
サルテーションという言葉からは、コンサル
タント－コンサルティの関係が発信者―受け
手という一方向性のものとして認識されがち
であるが、本来は保育者と相談員それぞれが
持つ専門性を対等な立場で生かすというコン
サルテーションの相互性が重視される必要が
あると考えられる。具体的には、保育者と相
談員それぞれから見た子ども像を提示し両者
の相違を互いに認識した上で、対象児への対
応や支援の方法をともに模索していく作業が
含まれるといえる。そのような協同を可能に
するため、相談員は、相談員の目から観察さ
れた子どもの姿を伝えるのみならず、それら
に対する保育者の意見を求めることを通し
幼児期の子どもを対象とした巡回相談事例
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て、保育者が実現可能な支援のありようを保
育者とともに考えていくことが求められるの
ではないかと考えられる。 
　さらに、本事例（第 4 回）のカンファレン
スでは、劇遊びの中で、クラスの多くの子ど
もたちが配役を記憶できていなかったために
混乱がみられたことを振り返る機会があっ
た。そこでは、保育者同士の話し合いの中
で、“子どもたち皆が分かりやすいような配
役表を作る”という具体的な対応策が作られ
ていった。このような場面からは、相談員は、
観察された子どもの様子を伝え終えた後、必
ずしも具体的な対応策を提示するところに至
らなくても、実際の保育の主体である保育者
に“ゆだねる”姿勢を持つことも重要となる
ことがあると考えられる。
⑶　皆で抱えるという姿勢
　本稿では、幼児期の子どもを対象とした巡
回相談事例を提示し、そこから対象児の発達
的変化や保育者と相談員による対象児に対す
る理解や支援方法を模索する過程を記述して
きた。このような相談過程から、巡回相談と
いう支援システムが持つ意味を見出すことが
可能であると考えられる。
　まず、相談を依頼するにあたり、保育者は
園内での会議を通じて、対象児についての情
報を複数もしくは全体の教員で共有すること
となる。また、その後の実際の巡回相談の場
においても、複数の教諭が同席の上で、相談
員とともに互いに意見を出し合いながら対象
児に対する理解を深め、その子どもやクラス
の子どもたちのために取りうる対応を検討す
るという作業を繰り返していく。このような
一連の作業によって、対象児の持つ課題を担
任である1人の保育士のみが抱えるのではな
く、園全体の課題として“皆で抱える”とい
う構造が自然に成り立っていくことが考えら
れる。限られた時間や回数の中で実施される
巡回相談という枠組みの中では、とりわけこ
のような“皆で抱える”という支援構造その
ものが、実際の相談場面と同様に大きな意味
を持つものと考えられる。
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